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公的研究費に関する啓発活動の実施について 

 

令和 3 年 2 月 1 日に文部科学省による「研究機関における公的研究費の管理・監査のガ

イドライン（実施基準）」（平成 19年 2月 15日文部科学大臣決定）が改正されました。 

不正根絶に向けた啓発活動（意識の向上と浸透）の継続的な実施が要件化されたことに伴

い、本学でも令和４年３月１７日「公立大学法人青森公立大学公的研究費に関するコンプラ

イアンス教育及び啓発活動に関する実施計画」を策定しました。 

 

本学の教職員向け啓発活動として、以下を定めております。 

（１）メーリングリスト等による啓発活動の実施（年３回以上）  

（２）既存の会議等における啓発資料の配布（年１回以上）  

（３）ポスター等の掲示による啓発活動の実施（随時） 

 

これを受け、２０２３年度啓発活動第２回として、メーリングリスト等による啓発活動を

実施します。第２回では、今年度実施された内部監査の結果を情報共有します。 

 

 

【内部監査結果を受けての注意事項】 

① 立替払いで図書等を購入した後の検収について 

立替払いにより購入した場合は、商品が手元に届いた日から 10 日以内に事

務の検収を受けるようお願いします。 

 

② 航空機利用時の領収書について 
旅行会社等を通じて手配した場合、領収書の合計金額に、旅行会社等の手数

料が含まれていることがあります。 

航空運賃と、手数料がわかる明細も提出をしてください。 

 



2023年度内部監査実施計画書 

 

１ 監査の基本方針 

  内部監査は、業務運営及び会計処理の適法性及び妥当性を公正かつ客観的に検証及び評価し、

監査結果に基づく助言及び提言を行うことにより、法人の健全かつ円滑な運営に資するために行

うものである。 

 監査の実施にあたっては、本学規程及び関係法令等に基づき、公平公正の立場から会計及び出

納に関する処理が適正に執行されているかに主眼を置いて実施する。 

 

２ 監査対象業務及び重点項目 

（１）監査対象業務 

①毎年度実施事項 

『公的研究費等の外部資金に関する事項』（内部監査規程第5条第6号） 

（ア）2022年度科学研究費（補助金・基金）の執行に係る業務 

（イ）2022年度公的研究費を財源とする個人研究費の執行 

（ウ）2022年度公的研究費を財源とする個人研究費の立替払 

『その他、理事長が必要と認める事項』（内部監査規程第5条第8号） 

⇒今年度は該当なし 

  

②年度別実施事項 

『固定資産に関する事項』（内部監査規程第5条第4号） 

 

（２）重点項目 

①「公立大学法人青森公立大学における公的研究費の不正防止計画」等が適切に実施され

ているか 

②固定資産が適切に管理されているか 

 

３ 被監査組織等 

（１）事務局総務企画グループ 

（２）科学研究費（補助金・基金）を2022年度に管理している教員から1名 

（これまで監査対象となった者は除く） 

（３）直近3か年に公的研究費で少額備品を購入した者で、合計金額上位の教員から2名（これま

で監査対象となった者は除く）及び公的研究費における立替払担当チーム及び担当者 

 

４ 監査の実施時期及び期間 

  2023年8月21日から9月8日までの間のいずれか数日。 

 

５ 監査の方法 

（１）『公的研究費等の外部資金に関する事項』 

書面監査及びヒアリングによる監査並びに実査を行う。 

（２）『固定資産に関する事項』 

固定資産リストを基に固定資産台帳と現物の照合を行う。 
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